
総合学科２年 「電話応対のマナー講座」 

 

キャリアガイダンス科目 

総合学科２年の「総合的な探究の時間」では、自分の夢や関心を将来の生き方や専門的研究に活かすた

めに“実践”を大切に学んでいます。 

 企業訪問やインターンシップを通して、高校生として身につけた知識・技術がどれだけ社会に通用する

のか、体験的に学ぶ計画です。５月３１日はビジネスで電話をかける際のマナーを教わりました。 

 

あいさつの礼が雅
みやび

に･･･ 

講師は、有限会社ＷＩＬＬさんいん 代表取締役の金築理惠先生。 

授業開始のあいさつの礼を変えよう！と、きれいなフォームを教えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

“第一印象”は、初対面時の１５秒で決まる！ 

企業へご挨拶の電話をかけると、そのやり取りがファーストコンタクトになるため、ほぼこれだけで 

印象が決まってしまいます。 

 相手に顔が見えなくても、笑顔で話すと「笑声
えごえ

」がちゃんと伝わるそうです。 

 「主旨を伝える」「内容を復唱する」といったコツを学び、先生や友達とロールプレイをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の感想より 

 

 

 

 

 

 

 

つい「分かりました」と言ってしま

いそうになったけど、「承知しました」

と意識して言うように心がけること

ができました。 

習慣づけることが大切だと聞いた

ので、普段から語先終礼を心がけたい

です。 

人は視覚や聴覚で９割も

印象が決まってしまうと知

り、びっくりしました。 

服装や声の大きさ、明るさ

などを一番気をつけていき

たいと思いました。 

「お願いします」は30度

4カウント、「ありがとう

ございました」は 45 度

6 カウントで礼をするこ

とがわかり、社会に出た

ときとても役立つと思

いました。 


